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　除雪車両の事故が心配される次のような場合は、除
雪できません。
①地吹雪がひどく前が見えない場合
②夜間（災害発生や緊急時などの特別な状況を除く）

除雪作業方針
●除雪車出動の基準
　①・②を基準として除雪します。
①降雪量がおおむね10㎝
②�地吹雪などによる吹きだまりが所々にある場合
※�特例的な基準として、③・④の場合も除雪します。
③�雪が降った後に雨が降り、
アイスバーンになる恐れ
　がある場合
④�交通事故などが発生する
恐れがある場合

●出動時間
　次の時間に出動します。
○早朝の場合…午前５時30分に出動し、午前７時20分
　までに１車線を確保することに努めます。
○早朝以外の場合…雪などの状況に合わせて出動しま
　す。
※除雪路線まで遠い場合などは、状況に合わせ早く出
　動します。

●除雪できない場合

　効率の良い除雪のために、次のことにご協力をお願
いします。
①敷地内の雪は、道路へ出さないでください。
②路上駐車は、除雪の妨げとなるのでやめましょう。

○自宅周りの道路などが凍結した時の散布用の砂を若
　干用意していますので、役場・各公民館へ問い合わ
　せください。

・�標茶市街…あすなろ道路裏、平和コミュニティハウ
ス横
・磯分内市街…旧磯分内小学校跡
・虹別市街…第１入口

○緊急通行止めになる場合がありますので、出掛ける
　時は天気予報を見るなど注意しましょう。

お 願 い

お知らせ

排雪場所（私有地）のご協力について
　個人または法人で所有している空き地を、排雪場所として使
用することにご協力いただける方は、下記係へご連絡ください。
　使用させていただいた排雪場所は、雪解け後に清掃します。
また、使用条件については、協議させていただきます。
　すでにご協力いただいている方には、深く感謝申し上げます。

■問い合わせ／役場建設課道路係
　　　　　　　　　　　（２階⑭番窓口☎内線236）

私有地

住 

宅

物
置

使
用
で
き
る

排
雪
場
所

道　路

（例）

▶湿った雪の時や雪の量などによって除雪が遅れるこ
　とがあります。
▶�除雪中、私有地に雪が入ることなどがありますが、
ご理解とご協力をお願いします。
▶�除雪の妨げになりますので、歩道や道路脇にごみ箱
などを置かないようお願いします。
▶�除雪作業後に間口に残った雪は、各家庭で除雪する
ようご協力をお願いします。

町指定の排雪場所は次のとおり

除雪だより



13

※担当区域については、変更になる場合があります。
※上記区域のほかに、福祉除雪を実施している路線があります。

国道…釧路開発建設部弟子屈道路事務所（☎482-2327）
道道…釧路建設管理部弟子屈出張所（☎482-2147）

7
委
託
業
者
の
車
両
番
号
で
す
。

➡

除雪委託車両には
右記のステッカーが
貼ってあります。

除雪に関するご意見などをお寄せいた
だく時は、委託車両番号も参考にして
ください。

 令和元年度　除雪担当業者一覧 

●町道に関する問い合わせ　　役場建設課道路係（２階⑭窓口☎内線236）

●その他の道路に関する
　問い合わせ

担　当　地　区 委　　託
車両番号 路線数 延長㎞ 業者名 電　話

川上、開運 ２ 13 1.5 あすなろ道路 485-2649
常盤、川上 ３ 11 1.4 住 友 建 設 485-3370
萩野、虹別市街 ４〜６ 12 11.0 大 鈴 工 業 488-2052
阿歴内、パルマイ、沼の上 ８ ３ 1.3 道 路 工 業 487-8103
塘路市街、麻生、（歩道） ９〜11 49 12.4 遠 藤 産 業 485-3511
栄、西熊牛 13、66 ８ 22.4 砂 利 工 業 485-2483
西熊牛、熊牛、磯分内市街、（歩道） 14〜19 46 64.8 岡 村 産 業 486-2359
富士、開運、桜、（歩道） 20〜22 42 12.8 大 栄 運 輸 485-2833

旭、虹別、久著呂、コッタロ 23〜27
29 52 40.8 日 野 組 485-1036

常盤、平和、茶安別 30〜36 51 56.9 新 根 開 発 485-2148
上虹別 37、38 ７ 9.7 北 盛 運 輸 488-2059
弥栄、沼幌、厚生、五十石、茅沼、阿歴内、
多和、オソベツ、常盤、川上、開運（歩道） 39〜57 94 187.4 丸 越 産 業 485-2405

麻生 60 25 7.2 林 重 機 工 業 485-3482
桜、桜住民センター、町立病院駐車場 61 ８ 1.2 大 東 商 事 485-1606
旭、富士、開運公住、バスターミナル、
開発センター 62 23 3.2 後 藤 組 485-2408

上茶安別 64 ４ 8.3 真 野 産 業 485-2285
桜、ルルラン、終末処理場 65 19 5.0 丸 栄 組 485-2892

小　　計 466 447.6
標茶市街全域、ルルラン通り 26 16.7 役 場 485-2111
虹別 27 57.3 役 場 485-2111

小　　計 53 74.0
合　　　　　　　計 519 521.6
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昨年の様子

常
盤

松
井　

香
麟
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佐
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伊
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弥
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藤　

颯
汰

坪
田　

涼
河

工
藤　

春
菜

佐
藤
萌
々
香

田
村　

雪

旭武
田　

啓

中
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拓
斗

椎
木　

里
紅

瀬
山　

亜
紀

平
井　

杏
奈

桜永
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陸

　

本
町
で
は
、
新
た
に
成
人
と

な
る
方
々
（
平
成
11
年
４
月
２

日
～
平
成
12
年
４
月
１
日
の
間

に
生
ま
れ
た
方
）
の
門
出
を
祝

し
、
令
和
２
年
標
茶
町
成
人
式

を
行
い
ま
す
。

　

本
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る

方
に
は
す
で
に
ご
案
内
し
て
い

ま
す
が
、
出
身
校
が
本
町
で
あ

る
な
ど
、
就
学
や
就
職
に
よ
り

住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
々

の
参
加
も
で
き
ま
す
の
で
、
参

加
を
希
望
す
る
方
は
下
記
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
親
族
や

友
人
か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、前
日
に
は
「
前
夜
祭
」

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
企
画
運
営

に
協
力
で
き
る
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
下
記
係
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、
名
簿
登
載
を
承
諾
さ
れ

た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
（
11
月
20
日
現
在
）

■日時／令和２年１月12日㈰、午後１時
※受け付けは正午から
■場所／ コンベンションホールうぃず

■日時／ 令和２年１月11日㈯、午後７時
※受け付けは午後６時30分から
■場所／開発センター
■会費／１人1,000円

成人式 前夜祭
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彩
音

沼
幌

岩
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昭
太

標
茶
町
成
人
式

申し込み・問い合わせ／教育委員会社会教育課社会教育係　（☎ 485-2111 内線 288）

大
人
の
自
覚
と
決
意
を
胸
に

磯
分
内

松
田　

有
弥

葦
名　

未
来
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島
木
史
弥
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グ
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ガ
ン

マ
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・
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ー
・
サ
ン

阿
歴
内

佐
藤　

逸
樹

　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）�

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
時
や
い
ざ

と
い
う
時
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

◎
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

・�

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
る
国
民
年
金

は
、
20
～
60
歳
の
人
が
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
す
る
た
め
安
定
し
て
お

り
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

保
障
さ
れ
ま
す
。

◦�

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た
時
の
老

齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
病
気
や
事

故
で
障
が
い
が
残
っ
た
時
に
受
け
取
れ

ま
す
。
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

◎�

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

　

�

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

◦�

学
生
納
付
特
例
制
度
…
学
生
の
方
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

◦�

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
…
学
生
で
な
い

50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
役
場
住
民
課
年
金
保
険

係
（
１
階
②
番
窓
口
☎
内
線
１
２
５
）

20
歳
に
な
っ
た
ら

       

国 

民 

年 

金
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第２期
　本町では、町の事務事業で排出する温室効果ガス（主に二酸化炭素）の抑制を目的に「第２期標茶町地球温暖
化防止実行計画（平成28年度～令和２年度）」を策定しています。計画の対象は町有施設や公用車などで、毎年
度結果を公表しています。
◎平成30年度の状況（進行管理）	 （△は減）

基準年度
（平成25年度）

排出量

平成30年度実績
排出量 増減量 増減率

ガ ソ リ ン 130 ｔ 174 ｔ 44 ｔ 33.8 ％
軽 油 606 ｔ 443 ｔ △ 163 ｔ △ 26.9 ％
灯 油 674 ｔ 811 ｔ 137 ｔ 20.3 ％
Ａ 重 油 2,122 ｔ 1,516 ｔ △ 606 ｔ △ 28.6 ％
Ｌ Ｐ ガ ス 45 ｔ 42 ｔ △ 3 ｔ △ 6.7 ％
電 気 2,799 ｔ 2,895 ｔ 97 ｔ 3.5 ％
廃 プ ラ 一 般 1,101 ｔ 1,396 ｔ 295 ｔ 26.8 ％
廃 プ ラ 産 廃 1４ ｔ 31 ｔ 17 ｔ 121.4 ％
合　　　　計 7,491 ｔ 7,308 ｔ △ 183 ｔ △ 2.44 ％

※廃プラスチックは焼却量です。

〔結果分析〕
◦ 基準年の平成25年度に比べて、二酸化炭素の排出量は183ｔ、2.44％の減少となりました。
◦二酸化炭素排出量減少の主な要因は軽油・Ａ重油の減少によるものです。
◦ 軽油については、町有車両の計画的な入れ替え、配置により、燃料が軽油からガソリンに代わったため、二酸

化炭素排出量が減少しています。今後も車種の変更や業務の見直しなどによる削減に努めます。
◦ 平成30年度にクリーンセンターの焼却施設が更新され、Ａ重油を使用

しなくなったことにより、二酸化炭素排出量が大きく減少しています。
◦ ガソリンについては町有車両の変更や、スクールバス総運行距離数が伸

びたことにより、増加しています。
◦ ごみとして出る廃プラスチック類が増加しており、二酸化炭素排出量が

増えています。これは組成率が増加していることによるものです。
　引き続き、各家庭での資源ごみの分別にご協力をお願いします。
※ 組成率…燃やせるごみの中に混ざっている廃プラスチック類の割合。年

４回の抽出検査によって確認される。
　排出量削減に向けて、役場全体で積極的に取り組んでいきます。皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
■問い合わせ／役場企画財政課企画調整係（２階⑰番窓口☎内線222）

標茶町地球温暖化防止実行計画進行管理

市街地予約式循環バスは 12 月 21 日㈯まで運行します
　10月28日から無料で試験運行している市街地予約式循環バスは12月21日㈯が
最終日となります。ぜひご利用ください。
※運行は祝日を含む月〜土曜日で日曜日は運休となります。
このバスを利用できる方は
①70歳以上の方（敬老パスをお持ちの方）　②障害者手帳をお持ちの方
③運転免許証を自主返納した方（運転免許証返納通知をお持ちの方）
※乗車する際に①～③のいずれかを持参してください。
　予約制となっていますので、利用する前日までに予約電話へ連絡し、利用希望の便などを伝えてください。
（当日の予約はできません）詳しい予約方法などについては町ホームページをご覧いただくか下記係へお問い合
わせください。

〔出発地点〕標茶ハイヤー　・予約電話（☎485-2512）
１便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便

午前８時 午前９時 午前10時 午前11時 午後１時30分 午後２時30分

問い合わせ／役場管理課車両管理係（１階⑧番窓口☎内線143）

平成３０年度二酸化炭素排出量構成比

第２期
実行計画の排出量削減目標

基準年度（平成25年度）
7,491ｔ ➡ 削減目標

△3.8％ ➡ 目標年度（令和２年度）
7,206ｔ
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　標茶消防団・署では、年末の火災予防のため、次の日程で歳末特別警戒を実施します。
●磯分内地区巡回（磯分内少年消防クラブ）…12月７日㈯、午前10〜11時
●標茶市街歳末広報（女性防火クラブ）…12月11日㈬、午前11時〜11時45分
●全町歳末特別警戒巡回（標茶消防団・署）…12月26日㈭〜31日㈫、午後７〜10時

歳末特別警戒を実施します

消防だより
ホームページ
 http://www.town.shibecha. hokkaido.jp/~sfsma/

標茶消防署☎485-2021

今年最後の火災予防

　年末は、新年を迎える準備の忙しさから、火災予防
に対する意識が薄れがちになります。いま一度、家族
皆さんで火の元の安全を確認し、明るい新年を迎えま
しょう。

年末にいま一度ご注意を

土地･家屋や軽自動車の名義を変更される方へ
土地・家屋の場合
・ すでに登記されている土地や家屋の所有者（名義人）を売買や相続などで変更する場合は、釧路地方法務局（☎

0154-31-5000）で登記の変更をしてください。登記されていない家屋については、役場窓口で手続きを
してください。12月31日までに手続きを完了すると、来年度から固定資産税の納税義務者が変更になります。

・ 相続登記をする方で、その手続きが遅れる場合は、相続人の中から来年度以降固定資産税を代表して納めてい
ただく方を相談し決めてください。手続きに必要な用紙は送付します。
■問い合わせ／役場税務課税務係（１階⑨番窓口☎内線152）
軽自動車の場合

車　　　　種 手続き（申告）場所・問い合わせ 手続きに必要なもの
原動機付自転車
◦125㏄以下のバイク
◦ミニカー　など 役場税務課税務係

（１階⑨番窓口☎内線152）

◦新所有者の認め印
◦標識
（ナンバープレート）
◦標識交付証明書

小型特殊自動車
◦農耕作業用（トラクターなど）
◦その他特殊作業用（ホイルローダーなど）

軽四輪自動車
◦660㏄以下の軽四輪車

釧路軽自動車協会
（☎0154-51-0745）

左記に問い合わせくだ
さい。

軽二輪車
◦125㏄を超え250㏄以下のバイク
二輪の小型自動車
◦250㏄を超えるバイク

北海道運輸局釧路運輸支局
（☎050-5540-2005）

誰もいない部屋では、
線香や灯明をつけっぱなしに

しないように！
寝たばこは

絶対にやめましょう！

こんろのそばを
離れるときは、

必ず火を消しましょう

コンセントやプラグにホコリを
溜めないようにしましょう！
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公的年金などを受給されている方へ
以下の全てに当てはまる方は、所得税の確定申告は必要ありません。

・公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下（※１）の方
・その公的年金等の全部が源泉徴収の対象の方
・公的年金等に係る雑所得以外の所得金額（※２）が20万円以下の方

※１複数から受給している場合は、全ての公的年金等源泉徴収票の「支払金額」を合計した金額です。
※２「公的年金等に係る雑所得以外の所得」で主なものの所得金額の計算方法は、下記のとおりです。

所得の種類 所得の内容 所得金額の計算方法

給与所得 給与・賞与、
パート収入など

給与等の収入金額－給与所得控除

給与等の収入金額が85万円を超える場合は、所
得金額は20万円を超えます。

雑所得（公的年金等以外） 個人年金、原稿料など 総収入金額－必要経費

配当所得
※�上場株式等に係る配当所
得の申告不要制度を選択
した場合は除きます。

株式や出資の配当など 収入金額－株式などの元本取得に要した負債の利子

一時所得 生命保険の
満期返戻金など

（総収入金額�－収入を得るために直接要した金額－特
別控除額【最高50万円】）×�1/2

・�確定申告書には、マイナンバーの記載が必要になります。マイナンバーを記載した申告書などを提出する際は、
マイナンバーカードなどの本人確認書類が必要です。
・確定申告書作成の際は、復興特別所得税の記入を忘れずにお願いします。
・所得税・復興特別所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。
■問い合わせ／釧路税務署（☎0154-31-5100）、役場税務課税務係（１階⑨番窓口☎内線154）

インターネットで申告！e
イータックス

-Tax・e
エルタックス

LTAXをご利用ください
　国税・地方税の申告には、自宅などのパソコンでご利用いただける電子申告が便利です。
　国税はe-Tax、地方税はeLTAXをご利用ください。

ｅ−Ｔaｘ　国税の申告
所得税・消費税・贈与税など
■ｅ−Ｔaｘホームページ／ http://www.e-tax.nta.go.jp
※平成31年１月からスマートフォン・タブレットで所得税申告ができます。
■問い合わせ／ｅ－Ｔaｘ・作成コーナーヘルプデスク（☎0570-01-5901）

ｅＬＴＡＸ　地方税の申告
北海道…法人道民税、法人事業税、地方法人特別税、個人事業税
町…�法人町民税、個人町民税（給与支払報告書）、固定資産税（償却資産）
■ｅＬＴＡＸホームページ／ http://www.eltax.jp/
■問い合わせ／
・法人道民税・法人事業税・地方法人特別税…釧路総合振興局課税課事業税間税係（☎0154-43-9161）
・�法人町民税・個人町民税（給与支払報告書）・固定資産税（償却資産）…役場税務課税務係（１階⑨番窓
口☎内線154）
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年末年始ガイド
◉役場・町立病院・各公民館窓口・
　ふれあい交流センター・標茶児童館
　12月30日㈪まで平常どおり
　12月31日㈫～１月５日㈰は休み
　（火葬・ 死亡届などの緊急を要する場合は対応。

町立病院は急患受付）
　１月６日㈪から平常どおり
※町立病院の定期薬を服用の方は、休み中に薬切れ

が生じないよう早めに受診願います。

◉町有路線バス
　12月30日㈪まで平常どおり
　12月31日㈫～１月５日㈰は休み
　１月６日㈪から平常どおり

◉図書館
　12月29日㈰まで平常どおり
　12月30日㈪～１月６日㈪は休館
　１月７日㈫から平常どおり

◉ごみ収集業務
　12月30日㈪まで平常どおり
　12月31日㈫～１月５日㈰は休み
　１月６日㈪から平常どおり

◉クリーンセンター（ごみの受け入れ）
　12月30日㈪まで平常どおり
　12月31日㈫は午前9時～正午
　１月１日㈬～５日㈰は休み
　１月６日㈪から平常どおり

◉農業者トレーニングセンター・
　ふれあいプラザゆう・武道館・博物館
　12月29日㈰まで平常どおり
　12月30日㈪～１月６日㈪は休館
　１月７日㈫から平常どおり

次の方が標茶町固定資産評価
審査委員会委員に任命されま
したのでお知らせします。

標茶町
固定資産評価審査委員会委員

髙橋　春男氏

冬
期
間
の

踏
切
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

踏
切
に
近
づ
い
た
ら
路
面
状
況
に

応
じ
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
踏
み

切
り
手
前
で
は
確
実
に
一
旦
停
止
を

し
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

警
報
機
が
鳴
り
始
め
、
遮
断
ポ
ー

ル
が
下
が
り
始
め
た
ら
無
理
に
踏
切

内
に
進
入
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
踏
切
内
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

た
ら
、
遮
断
ポ
ー
ル
を
車
で
押
し
出

し
て
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ポ
ー
ル

は
、
斜
め
に
上
が
り
ま
す
。

　

ス
リ
ッ
プ
な
ど

に
よ
り
踏
切
内
で

立
ち
往
生
し
た

ら
、
慌
て
ず
に
ま

ず
列
車
を
止
め
て

く
だ
さ
い
。

・�
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
と
き
は
、
警

報
機
が
鳴
っ
て
い
な
く
と
も
す
ぐ

に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
と
き
は
、
自

動
車
に
備
え
付
け
の
発
煙
筒
や
赤

旗
な
ど
で
列
車
に
合
図
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

警
報
機
が
鳴
り
始
め
て
か
ら
約
30

秒
後
に
列
車
が
来
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
環
境
生
活

部
く
ら
し
安
全
局
道
民
生
活
課
交

通
安
全
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
１
１
︱

２
０
４
︱
５
２
１
９
）

安全・安心どさんこ運動
　道では、道民の方々が安全で安心して暮らせ
る犯罪のない地域づくりを進めていくために、
安全・安心どさんこ運動を推進しています。
　この運動は、防犯に限らず、交通安全や防災、
教育などの幅広い分野に関わる機関・ 団体およ
び道民の皆さんの自主的な活動を通じて、人や
地域、社会の絆を強め、コミュニティの力を高
めることにより、誰もが安全で安心して暮らせ
る地域社会を築いていこうとする道民運動です。
　「あいさつ」は、最も身近で、誰もが実践で
きるコミュニケーションです。
　いつでも、どこでも、誰にでもできる「あい
さつ」からはじめてみませんか。
■ 問い合わせ／北海道環境生活部くらし安全

局道民生活課安全安心グループ（☎011-
206-6148）

よろしくお願いします
標茶町固定資産
評価審査委員会委員
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◆�

Ｑ
／
町
内
に
は
自
分
の
町
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
思
う
人
た
ち
が
あ
ち

こ
ち
で
活
動
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
人
・
グ
ル
ー
プ

・
団
体
が
お
互
い
に
情
報
交
換
を

し
て
、
相
互
の
協
力
が
で
き
る
よ

う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
も

ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ま
た

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
た
め

に
助
け
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
？
観
光
や
Ｐ
Ｒ
を
中
心
に
考

え
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
町

の
こ
と
を
考
え
て
い
て
も
情
報
が

行
き
渡
ら
ず
「
そ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
ん
だ
」
と
後
か
ら
知
っ
た
り

「
あ
れ
は
一
体
？
」
な
ん
て
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。

　

�　

思
い
は
あ
っ
て
も
、
情
報
共
有

が
さ
れ
な
い
た
め
に
、
い
つ
も
一

部
の
人
た
ち
の
自
己
満
足
で
終
わ

り
、大
き
く
発
展
し
て
い
か
な
い
。

な
か
な
か
共
感
が
広
が
ら
な
い
。

　

�　

役
場
も
特
に
観
光
振
興
、
地
域

振
興
な
ど
で
、
情
報
に
よ
っ
て
は

一
本
釣
り
の
よ
う
な
形
で
個
々
の

グ
ル
ー
プ
に
情
報
を
出
す
の
で
は

な
く
、
情
報
の
共
有
が
で
き
る
よ

う
な
形
に
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

　

�　

そ
れ
に
よ
っ
て
お
互
い
の
活
動

を
知
り
、
拡
散
さ
れ
や
す
く
な
る

だ
ろ
う
し
、
お
互
い
に
足
を
運
ぶ

こ
と
に
も
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

人
手
が
足
り
な
け
れ
ば
手
伝
う
こ

と
も
で
き
る
。
思
い
の
あ
る
町
民

を
つ
な
ぐ
。
そ
の
思
い
を
集
結
さ

せ
る
こ
と
の
で
き
る
仕
掛
け
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）を
作
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
は
そ
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し

い
。
絶
対
、
町
作
り
の
パ
ワ
ー
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
【
ご
当
地
グ
ル
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

  

グ
リ
ー
ン
☆
ツ
ー
リ
ズ
ム
標
茶

 

大
木　

惠
理
さ
ん
】

◆�

Ａ
／
日
頃
よ
り
本
町
行
政
に
対
し

ま
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

�　

本
町
で
は
、
標
茶
町
第
４
期
総

合
計
画
に
基
づ
き
町
民
・
企
業
・

団
体
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
標

茶
町
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
�　

そ
の
中
で
、
住
民
参
加
型
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
広
報
と
広
聴

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
広
報
誌
の
充
実
や
町
政
懇
談

会
の
実
施
、
審
議
会
委
員
会
の
開

まちづくり
ポスト

催
な
ど
に
よ
り
住
民
や
団
体
の

声
、
意
見
の
把
握
に
努
め
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

今
回
の
ご
意
見
の
趣
旨
と
し
て

は
、
観
光
や
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
課

題
に
対
し
、
行
政
・
産
業
・
各
種

団
体
な
ど
が
一
同
に
会
し
て
、
情

報
共
有
や
活
性
化
に
つ
い
て
の
議

論
の
場
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
き

め
細
や
か
な
情
報
提
供
を
希
望
す

る
旨
の
ご
意
見
と
思
い
ま
す
。

　

�　

観
光
振
興
や
地
域
振
興
に
つ
い

て
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し

て
き
て
お
り
、
た
だ
観
光
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
で
体
験
や
交

流
す
る
こ
と
に
よ
り
関
係
性
を
築

く
こ
と
で
継
続
的
な
繋
が
り
を
持

ち
つ
づ
け
る
「
関
係
人
口
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
や
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
」
な
ど
が
地
方
創
生
の
戦

略
課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

�　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
方
向
性
と
し
て
今
後
、
産
業
界

や
団
体
の
中
で
そ
う
い
っ
た
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
と
な
れ
ば
、
町

と
し
て
も
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
に
つ

き
ま
し
て
も
産
業
界
や
団
体
と
の

意
見
交
換
を
進
め
な
が
ら
ど
の
よ

う
な
形
で
進
め
て
い
く
の
が
良
い

の
か
、
協
議
・
検
討
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
企
画
財
政
課
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
日
誌

地域おこし協力隊
岡本　昌

vol.24

東
京
競
馬
場
で
、

標
茶
町
＆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｐ
Ｒ

　

10
月
14
日
に
、
東
京
競
馬
場
で

開
催
さ
れ
た
〈
サ
ン
ク
ス
ホ
ー
ス

デ
イ
ズ
〉
に
標
茶
町
と
道
東
ホ
ー

ス
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
参
加

し
、「
馬
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」
の
取
り
組
み
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

　
〈
サ
ン
ク
ス
ホ
ー
ス
デ
イ
ズ
〉

は
、
馬
に
携
わ
る
人
た
ち
が
、
馬

に
感
謝
す
る
日
と
し
て
、
全
国
各

地
の
競
馬
場
を
中
心
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
験
乗
馬
、
障
が
い

者
乗
馬
の
実
技
披
露
、
講
演
会
、

馬
に
関
わ
る
様
々
な
団
体
の
ブ
ー

ス
出
展
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
小
雨
が
ち
ら
つ
く
あ
い

に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
多
く
の

方
が
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
標
茶
町
の
取
り
組

み
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
だ
い
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に「
い
い
ね
！
」

を
し
て
い
た
だ
い
た
り
…
。
直
接

的
な
Ｐ
Ｒ
の
効
果
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
全
国
の
色
々
な
団
体

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
広
報
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。


